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ライフサイエンス 

脳内シナプスの可塑性を司る分子の研究 

研究 

概要 
脳機能の根源にあるシナプス可塑性の分子メカニズムに関する研究 

 

 生命科学部 生命科学科 

児島 伸彦 教授 Nobuhiko Kojima 

研究キーワード：シナプス可塑性 アクチン細胞骨格 遺伝子発現調節 

URL： http://researchmap.jp/read0080393 
 

研究シーズの内容 

脳内ニューロンのつなぎ目であるシナプスは生後も柔軟に変更されうる「可塑性」をもっている。シナ

プス可塑性は脳機能のしくみの理解のみならず、様々な精神疾患の病態を理解する上でも重要で

ある。当研究室ではシナプス可塑性を司る分子メカニズムの解明を目指して以下の研究を展開して

いる。 

 

① 樹状突起スパイン内アクチン細胞骨格蛋白に関する研究 シナプス後部構造である樹状突

起スパインの形態はアクチン細胞骨格に支えられている。スパイン内のアクチン結合蛋白ドレブリ

ンのはたらきについてマウス海馬ニューロンの初代培養系を用いて研究している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バンカー法によるマウス海馬ニューロンの初代培養（左）と培養 21 日目ニューロンの免疫細胞染色像（右） 

胎仔マウスの海馬ニューロンをカバーガラスに播種しグリアフィーダー細胞上にて培養。培養 21 日目に 

ニューロン上のドレブリン（シナプス後部：赤）とシナプシン（シナプス前部：緑）の分布。 

 

② 長期記憶の形成を調節する転写因子に関する研究 長期記憶の形成に際しては細胞核—シ

ナプス間の情報伝達が想定されているが、その伝達経路を解明する目的で、長期記憶形成を抑

制する転写因子 ICER（アイサー）のシナプス可塑性における役割を研究している。 

 

③ 精神疾患モデル動物脳におけるシナプス異常に関する研究 ヒトのうつ病や自閉症などの精

神疾患の動物モデルを用いて、行動異常と脳内シナプスの形態や機能との関連について研究し

ている。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

新規精神作用薬の作用に関して、海馬ニューロンの初代培養系を用いてシナプスレベルでスクリー

ニングする評価系を提供する。 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

シナプス成熟障害モデル動物・特許第 4550530 号（2010 年 7 月 16 日取得） 
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ライフサイエンス 

イヌリンを骨格とする生体適合型新規糖鎖高分子の開発 

研究 

概要 
多糖の化学修飾により、新しい機能性素材を開発しています。 

 

 生命科学部 生命科学科 

長谷川 輝明 教授 Teruaki Hasegawa 

研究キーワード：天然多糖 イヌリン ドラッグデリバリー 生分解性材料 

URL： http://researchmap.jp/g0000206044 
 

研究シーズの内容 

イヌリン（-1,2-フルクタン）はダリアやチコリーなどの植物の貯蔵多糖として、これらの植物体の球

根に大量に含まれています。これらイヌリンは、プレバイオティクスとして食品科学分野にて利用され

ているほか、近年では抗癌活性が報告されたことから医療分野からも注目が集まる多糖材料です。

また、イヌリンは大量の水分を吸収してヒドロゲルを形成する性質もあることから、材料科学の分野に

とっても興味ある研究対象ともいえます。つまり、イヌリンを化学修飾して新しい食品添加物や医薬

品、さらには機能性材料を開発することは工業的に極めて価値が高い研究テーマです。 

しかし、イヌリンの化学修飾に関する研究はあまり行われておらず、報告例がほとんどありません。

この理由として、イヌリンが比較的低分子量の多糖であり反応後の精製が難しいことや、反応中に主

鎖の切断が起こった結果、低分子量化してしまう傾向が強いことなどが挙げられます。一方私たち

は、主鎖の切断をほぼ引き起こすことなくイヌリンに化学修飾を行い、その後効率よく精製・回収する

手法の確立に成功しました。この方法を使い、イヌリンに対するトシル化およびその後のアジド化を経

ることアジド化イヌリンの合成を行い、このアジド化イヌリンのアジド基に対し、アルキン末端を有する各

種糖鎖を反応させることで、様々な糖鎖を導入したイヌリンを合成する事も成功しています。 

イヌリンが本来有する生体適合性とゲル化能に、糖鎖が有するタンパク質認識能をくみあわせる

事で、細胞標的性のドラッグデリバリーシステムの構築が規定できます。 

活用例・産業界へのアピールポイント 
核磁気共鳴装置（NMR）、赤外分光光度計（FT-IR）、蛍光分光光度計（FP）などの機器は、外部企業の方へ

の開放が可能です。詳細は当研究室 HP をご覧下さい。 

（http://www2.toyo.ac.jp/~t-hasegawa/instruments.html） 

    
赤外分光光度計           蛍光分光光度計 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

 


